
 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

市川高等学校では、世界を舞台に活躍する品格あるリーダーを輩出するべく、「学力」「教養力」「人間力」「科学力」「国際力」を基盤

とする「リベラルアーツ教育」をこれまで推進してきました。また、異文化理解をはじめとした幅広い分野の活動・研修等を通じて、こ

れらの基盤を養う機会を設けてきました。 

こうした基盤を生かし、グローバル化していく社会で自ら生涯学んでいける力を養うため、同じく千葉県内でリベラルアーツ教育

を推進している神田外語大学との高大連携企画として「グローバル・イシュー探究講座」を開講する運びとなりました。２０２１年５月

～７月までの４日間の神田外語大学での講座・ディスカッションを通して、SDGs２０３０アジェンダ前文（英語）から、地球規模の課題

の理解や国際機関等のデータの取得方法、データの可視化方法を学び、プレゼンテーションの原案を作成していきます。神田外語大

学の在学生も学生スタッフとして講座に加わり、議論の活性化を促します。 

さらに、８月１５日(日)より、神田外語グループが運営する宿泊施設兼国際研修センターのブリティッシュヒルズでの２泊３日のプ

レゼンテーション研修を実施する予定です。施設内では公用語を英語としているので、国内にいながら英国にいるかのような体験学

習ができ、世界に踏み出していく意欲を醸成します。 

 

４日間の講座・ディスカッションでの探究成果をプレゼンテーションで最終的にアウトプットすることで、課題に対するアカデミック

なアプローチ手法の習得を目指します。以下、概要となります。 

 

◆「神田外語大学 グローバル・イシュー探究講座」概要 

 

【スケジュール】 

① 1st ステージ @神田外語大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神田外語大学・市川高等学校 

高大連携企画「グローバル・イシュー探究講座」を開講 
神田外語大学(千葉市美浜区／学長：宮内孝久)は、市川高等学校(千葉県市川市／校長：宮﨑章)とグローバル・イシュー探究講座

を５月より開講しました。これは、現代の国際社会における地球規模の課題（グローバル・イシュー）について、持続可能な開発目

標（SDGs）の本質を理解し、世界の現状に関する英語の一次資料・文献をベースにしながら、解決に向けた方策を探究し、英語

で発表することをゴールとする講座です。５月８日(土)と６月５日(土)に実施した講座では、事前課題を含む講義とディスカッシ

ョンを通し、SDGs が目指す世界像についての理解と世界を取り巻く現状について、国際機関のデータに触れながら意見を交

え、理解を深めました。今後の講座では、各グループが担当する具体的なグローバル・イシューについて、英語の論文や一次デー

タを活用しながら、学問的な手法に基づいて客観的に探究する力を身につけます。さらに、探究の成果をまとめ、英語のプレゼ

ンテーションでアウトプットします。最終プレゼンテーションの機会として、福島県羽鳥湖高原にある、神田外語グループが運営す

る宿泊施設兼国際研修センターのブリティッシュヒルズでの宿泊研修を予定しております。英語を公用語とする学習環境の中、

自らの探究成果を英語でプレゼンテーションするための技法・表現方法を身につけます。 

令和 3 年 ７月 １5 日 

5月8日 (土) 6月5日 (土) 7月10日 (土) 7月31日 (土)

SDGs2030アジェンダ
前文(英語)事前読み込み

取得データ(英文)
事前読み込み

テーマ別資料(英語論文・記事)
事前読み込み

プレゼン原案作成

神田外語大学 神田外語大学 神田外語大学 神田外語大学

15:00
～

16:30

　《SDGs2030アジェンダ前文》
　グローバル・イシューを構造的に
　学ぶために、SDGs2030アジェンダ
　の前文(英語)を理解する

　《データの可視化》
　取得したデータを可視化
  (ビジュアライズ)する方法を学ぶ

　《テーマ内容理解①》
　グループごとにテーマに基づく
　記事・論文等の内容について
　ディスカッション・個別解説・調べ学習

　《プレゼン原案校正》
　グループごとに各自の原案を
　持ち寄り、ひとつのプレゼン資料に
　落とし込みながら校正をかけていく

16:40
～

18:10

　《海外のデータ(英文)の取得方法》
　グローバル・イシューに関する
  国際機関等のデータ(英文)の
  取得方法を体験的に学ぶ

　《テーマ提示・グループ分け》
　データからわかることを共有・議論した
  上で、3つのグローバル・イシューを
  提示し、グループ分けを行う

　《テーマ内容理解②》
　グループごとにテーマの内容理解を
  更に深め、プレゼンテーションの骨子
  を纏める

　《プレゼン資料まとめ》
　前の時間に続き、グループごとに
　プレゼン資料を完成させる

日本語 日本語/英語 英語 英語

内容

事前課題

実施日

実施会場

使用言語



 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

② 2nd ステージ @ブリティッシュヒルズ 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

【講座日程】   

５月８日(土)／６月５日(土)／７月１０日(土)／７月３１日(土)／８月１5 日(日)～１７日(火) 

 

【実施会場】   

神田外語大学…５月８日(土)／６月５日(土)／７月１０日(土)／７月３１日(土) 

ブリティッシュヒルズ…８月１5 日(日)～１７日(火) 

 

【対象学年】 高校１・２年生 

 

【参加者数】 ４２名 

 

【 参 考 】 ブリティッシュヒルズについて 

ブリティッシュヒルズは福島県・羽鳥自然公園の海抜 1,000m の森の中に位置する神田外語グループの宿泊施設兼国際研修

センターです。７万３，０００坪の広大な敷地には、マナーハウス（英国荘園領主の館）や、クラフトハウス、１２世紀から１８世紀に

いたる建築様式のゲストハウスがあり、中世英国の町の雰囲気を感じることができる施設です。旧英連邦諸国出身者が多数在

籍し、自然と外国人スタッフとコミュニケーションをとれる環境が整っています。 

(ホームページ：https://www.british-hills.co.jp/) 

 

 

※本学から配信されるプレスリリースは SDGs に基づいた教育環境充実の一環として、UD（ユニバーサルデザイン）フォント

で作成されています。 https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/ 

 

▼本件に関する報道関係の方の問い合わせ先 

学校法人佐野学園(神田外語グループ) グループコミュニケーション部 室井 

TEL: 03-3258-5837（平日 9:30～17:00） FAX: 03-5298-4123 MAIL: media@kandagaigo.ac.jp 

8月1５日(日)～1７日(火)

英語プレゼン準備

ブリティッシュヒルズ(福島県岩瀬郡天栄村)

英語使用言語

実施日

事前課題

実施会場

内容
　【プレゼンテーション】
　世界に発信する意欲を醸造するため、異文化環境のもと、
　より効果の高いプレゼンテーションの手法を学び、実際に英語によるプレゼンテーションを行う

https://www.british-hills.co.jp/
https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/
mailto:media@kandagaigo.ac.jp

